
 

 

「勇気」について 

 

見てみよう！聞いてみよう！       

  

 

（  ）なことかを考えさせてくれるエピソードだと

思いました。 

本校では、図書室で本を借りた後、任意ですが読書

の記録を書いています。型どおりの言葉ではなく自分

の気持ちや考えを文にまとめることを続けていけば、

自ずと言葉の力がついていくと思います。 

 さらに、言葉の力は自分の夢を叶えることにもつな

がっていくと思います。 

 

育友会小学部親子アスレチック大会 

 ８月２５日、市川市大町の『ありのみコース』で、今年も

育友会主催のアスレチック大会が行われました。お天気

にも恵まれ、本校児童約８０名、幼児も含めて総勢２５０

名弱の参加者でした。 

 木陰が多く、時折、気持ちよい風も吹き抜けます。飲み

物が豊富に用意され、かき氷、わたあめ、大縄跳び、スイ

カ割り、じゃんけん大会など、アスレチックのほかに、たく

さんのプログラムが用意されていました。また、医療関

係の保護者の方にご協力いただき、救護コーナーも用意

され、安心して親子で過ごすことができました。 

今年も素敵な夏の思い出ができました。 

 育友会の皆様、企画、準備、当日の運営、 

本当にありがとうございました。 
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２日 始業式 

３日 委員会・短縮日課 

    職員会議 

４日 第５回学校見学会 

    （受験希望者対象） 

９日 朝会 

１０日 職員会議 

１３日 仏教朝礼 

１４日 第 3回学校説明会 

      （受験希望者対象） 

１６日 祝 敬老の日 

１７日 クラブ 

 

９ 月 行 事 予 定 

今月の目標 
「時間を守って、機敏に行動しましょう。」 

言葉の力 
 ８月２日朝日新聞の「言葉の力 岡を頂上に 読んで書いて 

見つけた自分」の見出しが目に留まりました。パリオリンピッ

クでの選手達の活躍に、連日心躍っていた時です。体操男子の

団体金メダルは感動的でしたし、個人総合でも金メダルをとっ

た岡慎之助選手と言葉の力がどう結びつくのか興味を惹かれま

した。 

 記事の概要は、少年時代の岡選手は「ノー」と言えず、表情

が乏しく、怒られるのが恐くてコーチに言われるまま練習して

いるような子どもだったようです。優れた体操の才能があるの

に、中学生になってもミスした理由を言葉にできず、伸び悩ん

でいたそうです。 

実業団に入り、大けがをして練習ができない時、本を読み感

想文を書くことを監督やコーチから勧められました。岡選手

は、１週間に１冊ほどのペースで計２０冊ほどの本を読み、先

人の知恵を吸収し、感想文を書いたそうです。そうして、練習

に参加できるようになった頃には、気持ちや考えを言葉にする

ことが少しずつできるようになり、演技の成功や失敗（   ） 

２０日 学院祭発会式 

２１・２２日 学院祭 

２３・２４日 振休（9/2１・22分） 

２６日 ５年生校外学習 

２７日 仏教朝礼 

２８日 休業日 

＊１０月６日の市川まつりに 

 ５，６年生希望者による 

鼓笛隊が参加します。 

見てみよう！ 聞いてみよう！ 
 ８月２７日、元東京学芸大こども未来研究所 教育支援フェローの原口直先生を 

講師にお招きして、著作権について職員研修を行いました。 

 著作物を自由に使えるのは学校の授業内だけであること、部活動、文化祭などの行

事や研究会などで著作物を使用する場合は、許諾が必要になること等を改めて確認し

ました。 

 子どもがやりがちな著作権違反は、①ＳＮＳのアイコンにキャラクター使用 ②授

業でキャラクターを使った作品のアップ ③著作権のあるＢＧＭを使用の３つが挙げ

られ、特に注意が必要です。 

 今日から、自分から、できることから、始めていきたいと思います。 

 ご家庭のご協力もよろしくお願いいたします。 

 

「勇気」とは明未来にむけて、勇気と努力 

みなさんは『僕のヒーローアカデミア(略してヒロアカ)』(原作：堀越耕平)と

いう漫画(アニメ)をご存知でしょうか？その『ヒロアカ』の原作が 8月 5日に最終

回(週刊少年ジャンプ)を迎えたというニュースが朝の情報番組で流れていまし

た。その物語を簡単に説明すると「世界総人口の約 8 割が「個性(超常能力)」を

持っている超人社会で、「個性」を持てなかった緑谷少年が友情や成長を通じてヒ

ーローを目指す物語」です。その『ヒロアカ』に登場する平和の象徴であるオー

ルマイトというヒーローは、絶大な力を有す自分の個性「ワン・フォー・オール

(One for all)」を、無個性(能力を持たない存在)の緑谷少年に受け継いでもらい

ます。当初、緑谷少年の肉体は引き継いだ力の強大さについていくことができ

ず、力を使うたびに大怪我を負ってしまいます。人々を守るヒーローになるた

め、少年は毎日、自分の限界を超えるような努力や挑戦を行い、ヒーロー学校の

仲間や周囲の人達に認められるようになっていくのです。 

緑谷少年が徐々にヒーローとして活躍できるようになったのは、オールマイト

から個性を受け継いだだけではなく、辛い思いをしている人に寄り添おうする思

いやりの心が土台となり、そのための努力や考えることを継続する力があったか

らです。「思いやり」や「考え努力する」という行いは、仏教の「慈悲」と「智

慧」にあたるのではないでしょうか。国府台女子学院で学んでいる皆さんは、仏

教の「慈悲」や「智慧」の教えに触れる機会が多いので、困っている人のために

「勇気」が発揮されることにつながっていくことだと思います。児童の皆さんに

は、明るい未来にむけて、勇気と努力はもちろん、考えることも忘れず、精一杯

に学校生活を送って欲しいと念じています。 

 

（   ）の要因も説明できるようになって、生き生き

と演技するようになったという内容でした。 

もちろん、才能や日々の練習や強い精神力があって

のことだと思いますが、自分の気持ちを相手に伝える

言葉の力がどれほど大切なことかを考えさせてくれる

エピソードだと思いました。 

 本校では、図書室で本を借りた後、任意ですが、読

後の感想を『読書の記録』として書いています。短く

ても、型どおりの言葉ではなく、自分の気持ちや考え

を文にまとめることを続けていけば、自ずと言葉の力

がついていくと思います。 

 言葉の力は、未来を拓き、自分の夢を叶える力を与

えてくれるかもしれません。 
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